
　（別紙４-２） 事業所名：　　グループホームまどか

作　成　日：　令和　　２　年　　６　月　４　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に要

する期間

1 23

死の場面等普段の会話ではなかなか聞き取れ
ない部分であり、聞く側としても遠慮がちになって
いた。

本人（ご利用者）をより理解し温かい介護に
つなげる。

ケアプラン作成時、介護度更新時など年に1回、
ケアマネが本人に「最後の時をどう過ごしたい
か」聞いていく。ケアプランに記入しケア会議で
全職員にも共有してもらい本人の理解につなげ
ていく。

1年かけ
全利用者
に確認

2 26

介護計画が実際の介護の場面でどれだけ活用
されているか疑問。ケアプランが無くても日常の
介護はおこなわれている。
モニタリングが抽象的。目に見えるモニタリング
を行いより特徴的な実践できる短期目標を作る。

特徴的な短期目標の実施過程を書面で把握
できる。

試験的に新規入所者のケアプラン作成時に個
人に特異的な目標を一つ取り上げ毎日の記録
の中で書面に達成度を記入していく。
ケア会議で検討しながら他の利用者にも活用し
ていく。

実施中

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


